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 開  議  

 議  長  皆さん、こんにちは。 

 本日の出席議員は１６人です。 

定足数に達しておりますので、これから、本日の会議を開きます。 

（１４：００） 

 日程第１   

 議  長  日程第１ 議案第２６号「訴えの提起について」を、議題とします。 

 これから、質疑を行います。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑がないようです。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第２６号「訴えの提起について」を、採決します。 

 議案第２６号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手多数です。 

 したがって、議案第２６号「訴えの提起について」は、原案のとおり可決されまし

た。 

 日程第２  

 議  長  日程第２ 議案第２７号「訴えの提起について」を、議題とします。 

 これから、質疑を行います。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑がないようです。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第２７号「訴えの提起について」を、採決します。 

 議案第２７号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手多数です。 

 したがって、議案第２７号「訴えの提起について」は、原案のとおり可決されまし

た。 

 日程第３  

 議  長  日程第３ 議案第２８号「訴えの提起について」を、議題とします。 

 これから、質疑を行います。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑がないようです。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。  

 これから、議案第２８号「訴えの提起について」を、採決します。 

 議案第２８号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、議案第２８号「訴えの提起について」は、原案のとおり可決されまし
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た。 

 日程第４  

 議  長  日程第４ 議案第２９号「財産の処分に係る議決内容の一部変更について」を、議

題とします。 

 これから、質疑を行います。 

河内議員 

 河内議員  提案理由の中に、四三嶋工業用地において測量を実施した結果とありますが、以前

は、売却する前は測量をされてないんですか。 

 議  長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えいたします。 

 当初、議案で提出して、計算、算出していたおりにつきましては、公簿面積２６筆

ほどあったわけですけど、その公簿面積を合筆して出た面積に、契約しておりました

単価を乗じて、ヤクルト本社のほうと協議させていただいていたわけですけれど、今

回最終的には現場の測量実測図と登記簿面積を合致させてほしいとの旨が、そういう

協議がなされましたので、測量はしておりましたけれど、今回、登記簿面積を添付資

料のとおり、測量結果に合致するような形で修正したということでございます。以上

です。 

 議  長  これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第２９号「財産の処分に係る議決内容の一部変更について」を、採

決します。 

 議案第２９号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、議案第２９号「財産の処分に係る議決内容の一部変更について」は、

原案のとおり可決されました。 

 日程第５  

 議  長  日程第５ 議案第３０号「筑前町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について」を、議題としま

す。 

 これから、質疑を行います。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑がないようです。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第３０号「筑前町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について」を、採決します。 

 議案第３０号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、議案第３０号「筑前町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について」は、原案のと

おり可決されました。 
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 日程第６  

 議  長  日程第６ 議案第３１号「筑前町農業委員会の委員の定数を定める条例の制定につ

いて」を、議題とします。 

 これから、質疑を行います。 

河内議員 

 河内議員  現行の人数と、それとこの定数の中に女性枠はあるのか、お尋ねします。 

 議  長  農業委員会事務局長 

農業委員会事

務局長 

 お答えいたします。 

 現行の農業委員の定数につきましては、選任、選挙関係で上がっております農業委

員が１７名、それからその他推薦で５名、計２２名です。を、今度１９名に行おうと

するところでございます。 

 なお、１９名のうちに、女性枠という決め事はございません。以上です。 

 議  長  河内議員 

 河内議員  農業委員さんの中にもぜひですね、女性の方を入れていただきたいと思うんです

が、枠をつくる考えはないでしょうか。 

 議  長  農業委員会事務局長 

農業委員会事

務局長 

 お答えいたします。 

 農業委員の枠につきましては、農水省のほうから、そういう女性枠あるいは青年枠、

そういうのは作ってはならないという達しがあっておるところでございます。 

 議  長  これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第３１号「筑前町農業委員会の委員の定数を定める条例の制定につ

いて」を、採決します。 

 議案第３１号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、議案第３１号「筑前町農業委員会の委員の定数を定める条例の制定に

ついて」は、原案のとおり可決されました。 

 日程第７  

 議  長  日程第７ 議案第３２号「平成２９年度筑前町一般会計補正予算（第２号）につい

て」を、議題とします。 

 これから、質疑を行います。 

一木議員 

 一木議員  質問をさせていただきます。 

 資料のほうでお尋ねをいたします。 

 １２ページ、１３ページのところでございます。教育課の関係のところでございま

す。 

 学校事業ということで、４小学校のグラウンド整備工事ということでございますけ

ども、この件につきましては、私は、平成２８年度１２月議会一般質問の中で、昨年

のちょうど小学校の運動会のときに、グラウンドが水たまり等でですね、かなりご苦

労されましたことを踏まえてですね、グラウンド整備ということでお願い、要望させ

ていただいた経緯がございますけども、お尋ねをさせていただきます。 

 工事のことでございますけども、１つは、工事は各小学校同一時期に行うものか、

順次行うものか、その辺りを、お考えを、計画をお尋ね申し上げたいと思います。 
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 それから２つ目は、グラウンド整備はかなり水たまりをなくすということで、難し

いのかなというふうに思われますけども、専門的な業者を考えてあるのか、地元業者

あたりで考えられてあるものか、この辺りについての２点目。 

 それから３点は、工事内容は、幾分かの勾配等を設けたりされるのか、トラック及

びその外、外回りが水がかなりたまっていました。そういった勾配等を設けられるも

のか。また、外回りには排水溝とか、そういった設備等を設置される計画なのか、に

ついてお尋ねをしたいと思います。以上です。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  各小学校のグラウンド整備事業ですけれども、以前から小学校の排水が特に悪いと

いうことで、小学校４校について実施する予定にしております。 

 実施時期につきましては、学校の教育活動に支障のないような形で、夏休みあたり

を検討しているところです。若干、各学校によって工事時期がずれ込むこともあろう

かと思います。 

 それから、業者については、まだ、専門業者、地元業者というところでの選定は行

っておりません。 

 それから、校外についてですけれども、今回の整備については、運動場の暗渠排水

の工事をするところで予定しております。以上です。 

 議  長  一木議員 

 一木議員  最後の回答をいただきましたけども、暗渠排水ということで、水たまりが今のトラ

ック、その外回りとかですね、結構、部分的に溜まっているところを、私も確認をし

ておりますけども、暗渠排水のみじゃなくて、そういった整地も行うということで理

解してよろしいんでしょうか。その点について、もう一度。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 今回の設計段階では運動場を予定しておるところです。以上です。 

 教育課長  お答えいたします。 

 現段階の設計の予定では、整地まで含んでいるかというのは、ちょっと把握してお

りませんが、グラウンドの暗渠排水の工事ということで聞き及んでおります。 

 議  長  一木議員 

 一木議員  やってみなければ分からないところは確かにございますけども、暗渠排水は分かり

ますけども、水たまり等はですね、かなりクリークと言いますかね、そういったとこ

ろにもあったりしまして、結構、水たまりが部分的にございました。 

 だから、その辺りを、グラウンドのトラックとか、その辺りをですね、少し、やは

り砂土とか、その辺りを補足したりとかしながらですね、勾配とかをとってあげるか、

その辺りも含めて対策を講じていただかなければいけないんじゃないかな、というふ

うに思っているところでございます。 

 よくその辺りはですね、検討をなさっていただきまして、とにかく水たまりができ

ないようにということで、よろしくお願い申し上げたいと思っています。以上です。 

 議  長  木村議員 

 木村議員  資料のほうでお尋ねします。 

 １３ページです。 

 夜須中学校の学校管理費で、クラブハウス屋根塗装工事ということでですね、これ

は、もう何年越しかでお願いしてまいりました。私どもも。 

 そしたら、今度、新しく課長、就任された途端にですね、取り組んでいただけると

いうことでたいへん感謝しております。ありがとうございます。 

 がしかしですね、がしかし、私は建築関係しているもんですから、ちょっと勉強も
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しているんですけども、この瓦棒ですね、今、部室のクラブハウスと書いてあります

けど、部室のこれ結局、屋根なんですね。 

 瓦棒なんかはですね、トタンが薄くて、あれだけ錆とったらですね、これは錆を落

としても、だめなんですね。これ、製品自体が。 

 だから、普通、大体、塗装というのはしないんですけど、例えば、今だったらガル

バリウム鋼板のですね、カバールーフみたいなのを、ここ２８０何万かかかっていま

すね。それぐらい予算があれば、たぶんカバールーフとかも収まると思うんですが、

この塗装を選択されたという経緯をですね、ちょっと説明していただけませんでしょ

うか、お願いします。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 クラブハウスの屋根の塗装ですけれども、予算といたしましては、ここでお示しし

ています２８５万３,０００円のうち、クラブハウス屋根の塗装にかかる費用といたし

ましては、１３７万２,０００円を予定しているところです。 

 現在、塗装が剥がれて錆が大量に発生している状況ですので、このまま放置するこ

とで、雨漏り等が発生しないように対策を講じなければいけないところですが、限ら

れた予算内で、今できる限りの補修ということで、塗装という選択で行うようにして

おります。以上です。 

 議  長  木村議員 

 木村議員  限られた予算ということでですね、それは十分、分かるんですけど、これ塗装をし

てですね、また何年かしたら塗装をしなきゃいかんとかですね、無駄だと思うんです

ね。 

 結局、単年度で余計かかってもですね、そういうふうな、私さっき紹介したような

ですね、そういう工法を取れば、また１０年とか１５年とか、それ以上もてるんです

ね。 

 やっぱり土台自体がしっかりしとるけんですね、あそこは。長くもたせてほしいけ

んですね、それは同じ予算をかけるにしてもですね、そういうふうな中長期的に試算

をしてですね、そういうふうなのも。 

 もちろん予算が通ったら、今から実際の計画をですね、業者に発注とかいうことに

なるんですけど、その辺りをですね、ぜひ、加味していただいて、そんな大差はない

と思います。そこもちょっと選択肢の中に入れていただきたいと思いますが、どうで

しょうか。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 施工の方法等につきましては、また、業者とも十分、調べて対応したいと思います。 

 議  長  木村議員 

 木村議員  すみません、それに関連して、もう１問ですね。 

 ほんと今、申し上げましたけど、ハード面でですね、そういう物を大事にするとい

うために予算を投入していただいてですね、これでもう１つというのも言いにくいと

ころでありますが。 

 夜須中学校、ここですね、廊下が今からの季節、結露してですね、つるんつるん滑

るんですよ。これはもう１０年と言わん前から、私、ＰＴＡ会長の頃から言ってまし

たので、これどうか改善してくれと。そうじゃないと、子どもが転んで頭を打ったら

大変だぞということでお願いをしていました。ずっと。それで実際に事故も起こって

おります。それはご存じだと思います。 

 それでですね、まだ改善が全くされてないんですね。 
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 もう１点ですね、何ですか、インターホン、これがですね、教室にありません。三

輪中学校は付けてありますけど、ですね。 

 これも、もしですね、今の時代、不審者が入るということは、十分考えられるんで

すね。その辺りがですね、やっぱりインターホンなんか付けとかんとですね、万が一

の場合はですよ、初動がものすごくできないと思うんですよ。 

 だから予算も、床の件にしても、インターホンの件にしても、しっかりとしたお金

がかかると思いますが、補正もですね、今度、各学校見ますといっぱい出ております。

こんな中でどれを優先するかというのがですね、たいへん悩まれてあるところだと思

うんですが、教育長、新しく就任されましたので、これからですね、その辺のどうい

った優先順位と申しますか、安心・安全を守っていくためにですね、どういうふうな

予算付けをされていかれるか、教育長にお尋ねいたします。 

 議  長  教育長 

 教 育 長  お答えいたします。 

 予算付けということになりますので、どちらかというと教育委員会というよりもで

すね、当局のほうになろうかとは思いますけれども、考え方としてですね、私のほう

から述べさせていただきたいと思います。 

 まず、木村議員がおっしゃいますように、やっぱり児童生徒のですね、安全という

のが大優先でなければいけないというふうには認識しております。 

 それと同時にですね、子どもたちの自己防衛と言いますか、そういったことでの教

育も大事だというふうに思います。 

 そういった、いろんな総合的に判断してですね、それからあと、学校の施設のそう

いった整備についてはですね、今も各学校に聞き取りを行いまして、そして各学校と

十分協議しながら、各学校のほうから優先順位を示していただいて、それに基づいて

予算をですね、要求してまいっております。 

 ですから、今後も各学校と十分協議しながら、そして、そういった子どもの安全面

にも十分配慮しながらですね、予算の確保に努めてまいりたいと思います。 

 議  長  河内議員 

 河内議員  資料でお尋ねします。５ページです。 

 公共施設等整備基金費、青少年自然の家の売払収入を積み立てるもので、２,８５０

万積み立てています。 

 この売った後、何か相手方から、どういうものを計画しているか、聞かれていたら

説明をお願いいたします。 

 議  長  財政課長 

 財政課長  お答えします。 

 今後の用途につきましては、分譲住宅ということであります。 

 議  長  河内議員 

 河内議員  何戸ぐらい建つかということは、聞かれていますか。 

 議  長  財政課長 

 財政課長  お答えします。 

 ８戸です。 

 議  長  田口議員 

 田口議員  資料の１０ページ、７款の土木費ですが、道路関係のですね、補正が出ております

けれども、私が懸念するのは、南部の少年大使館あるいは南高田、それから高田区、

折口川沿いのですね、町道が非常に草ぼうぼうというふうな話を聞いておりますが、

それは含んでおりますか。どうでしょか。 

 議  長  建設課長 
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 建設課長  お答えいたします。 

 議員のご質問の、いわゆる高田の農道の件でございます。下原線というのがござい

まして、ここにつきましては、３カ年で計画をいたしております。 

昨年の２８年度から計画をしておりまして、本年度で２年目でございます。本年度

も当初予算で計上しております。一応、来年度までの計画で、工事のほうは進んでい

きたいというふうに考えております。 

 もう１点の新設改良費の関係でございますが、これにつきましては、当初予算でで

すね、一応３路線ほど工事の計画をしておりました。今回、新たに５路線計画をいた

しております。 

 内容につきましては、利便性向上のために歩道が３カ所、それから、道路拡幅が２

カ所、すべて昨年ですね、地元協議により用地交渉等の目途が整ったものというとこ

ろで考えております。 

 議員がご質問の大刀洗駅付近の道路改良につきましては、本年度、未舗装の道路が

ございます。そこにつきましては、歩道として利用していただくというところでの整

備費で計上いたしておるところでございます。以上です。 

 議  長  山本一洋議員 

 山本議員  資料の７ページでお尋ねをしたいと思います。 

 昨日、農業問題については、町長の熱い思いが語られましたので、大体分かってい

るんですが、地方創生推進交付金の説明も受けましたので、そこの部分の関係になろ

うかと思いますけれども。 

 まず１点目に、クロダマルについてがだいぶん出て来ておりますが、クロダマルの

作付けが増えているのかなというふうな思いがあります。 

 そういう部分で、作付面積の推移が分かれば、教えていただきたいと思います。 

 議  長  農林商工課長 

農林商工課長  正確な数字は手元に持っておりませんけれど、ここ２、３年は２２、３町程度で推

移しておるところでございます。以上です。 

 議  長  山本一洋議員 

 山本議員  いうならば、そんなに増えてない、２２、３町で推移しているということになると、

２、３年がですね。 

 この交付金の事業の中では６次産業化も含めて、クロダマルのイベント、それから

クロダマルのブランディングというか、そういうものも含めてですね、何か大きく出

てきておりますけれども、そこら辺の考え方は、今後増えていくのか、もう２、３年、

私聞くところによると、あんまり増えてないというふうな話も聞くんですよ。 

 どこまで増やそうとしてあるのか、増えない原因は何なのか、ちょっとお尋ねした

いと思います。 

 議  長  農林商工課長 

農林商工課長  お答えいたします。 

 私どももクロダマルにつきましては、推進の立場でございます。 

 ただし、いつの一般質問でしたか、ちょっと忘れましたが、一番ネックになってお

るのが乾燥調整関係でございます。 

 ご案内のとおり、通常の白大豆、フクユタカにつきましては、通常の農家の人たち

にはカントリー出荷で、大体、終了というような形になりますけれど、残念ながらＪ

Ａさんのご協力も得られんところもありまして、クロダマルにつきましては、自家乾

燥、自家調整という形でございます。手作業がその後、残っておるところでございま

して、その辺がネックになっておるところでございます。以上です。 

 議  長  目標は、目標。 
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農林商工課長  すみません。 

 目標につきましてはですね、現在まだ正確には出しておりませんが、取り引きする

業者さんにつきましては、１０倍でも受けるよというお話はいただいておるところで

ございます。以上です。 

 議  長  山本一洋議員 

 山本議員  今、言われたとおりに、私も筑前クロダマルが町の産業として、どんどん広がって

いくことは良いことだと思います。そのためには、今、課長言われた、１０倍にする。

目標を１０倍にするとした場合には、結果として残ってくるのが乾燥調整です。 

 そこが本当に可能なのか、それをするとするならば、私は思うんですけれども、Ｊ

Ａとの関係が非常に大事になるのではないか。 

 いつの時期にそういう話をされるのか、そして１０倍を目指すのか、そして本当に

筑前町のもう、１つの大きな形に持っていくのか、私はそこのところがですね、非常

に大事な部分ではないか。 

 そうしないと、ちょこちょこ、ちょこちょこ小出しばかりしてもですね、いつまで

するのかという話にもなろうかと思いますので、ぜひ、そこのところを、町長、見解

があればよろしくお願いします。 

 議  長  町長 

 町  長  お答えいたします。 

 まずですね、筑前町に他に代わる作物が見出せるかということも、大事だろうと思

っております。今まで唐辛子とかですね、様々な、課長も、時代にですね、取り組ま

れました。いかんせん、なかなか拡張には至りませんでした。そういった厳しさの中

で取り組んでいるという実情もご理解をいただきたい。 

 幸いにして、このクロダマルというのは、昨日も実は、一般質問がちょっと時間が

できましたので、大木町と九研機構、国の機関のですね、研究機関に行ってまいりま

した。副町長と農林商工課長と一緒になって、久留米大学の近くにですね、立派な植

物工場がございます。そういった中で、新たな農業を考えなければいけないというこ

とで、研究に行ってまいりました。 

 私は以前、千葉大学にも行きましたけれども、具体的には一番近い九州農政がやっ

ている国の研究の、トップレベルの研究している立派な施設がございます。そこでい

ちご施設を見学研修、しっかり２時間ほど勉強をさせていただいたところでもありま

す。 

 それで、せっかく出たからと言って、大木町にも行ってまいりました。大木町も道

の駅の周辺にですね、観光いちご園等々を計画しておりますし、既に実施をされてお

ります。 

 そういった姿を見て、議論をしたんですけれども、いかにして、その地域産物を本

当に特産化していくのか、たいへんな努力が要るんだよと、２、３年でできること話

じゃないよということはしっかりしてきたところであります。 

 言われましたように、私は、この間の一般質問のときにも、何が他にできるのかと

考えた場合に、本当にクロダマルは１つのチャンスじゃないかと。 

 例えば、いちごを作る、ぶどうを作るにしてもですね、一部の農家しかできないけ

れども、クロダマルだったら、２０ha と言ったら大きいんです。イチジクだってそ

んなに普及しておりません。イチジクが今、朝倉管内で約１億を突破したという話を

聞いておりますけども、これもやっぱり、かなりの年月を要しております。 

 ですから、今、言われましたように、乾燥調整を、この問題を解決すればですね、

まだ増えると。 

 農業委員会でもしっから言われました。乾燥調整をしっかりして、本当に取り組ん
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でいかんかと。そういった激励も受けましたけれども、今の白大豆との調整がありま

してですね、なかなか一歩前に進んでいないところでもあります。 

 この間の一般質問の中に、私の回答の中に、ＪＡさんと話をするんだと。 

 実際、当日にですね、また三者で、向こうのトップとしっかり話をしてまいりまし

た。 

 ということで、詳しいことはですね、お互いにまだ情報公開は控えようということ

にしておりますので、後日、その考え方をまとめて、お互い確認をしあって、お互い

情報として流していこうと思っておりますけれども、なかなか、うちの思うとおりに

はならないような雰囲気があったことは事実でございます。 

 そういった中で本当に、議員も本当に農業の専門家であります。どんな政策がある

のかと、そういったところもいろいろ提案をしていただいて、今後、取り組んでいき

たいと思っております。 

 ただ、特産品が必要だと。要するに国の補助金もまた５,０００円削減されるんです

ね。米１俵１,０００円下がれば、１億円ずつ、わが町は生産額が落ちていきます。そ

のことに対して農協の政策も問うてきました。 

 確かに一番影響が大きいのは筑前町です。隣の市よりもですね、わが町は米、麦、

大豆で、主力の農産物でありますので、本当に影響が大きいと。その分だけ私は真剣

なんだという思いもしっかり伝えているところでもあります。 

 これからは少し内容をしっかり煮詰めまして、また、さらに前に進むような政策を

打ち出していきたいと思っております。 

 議  長  石丸議員 

 石丸議員  資料の５ページです。 

 政策研修事業、このことについて、もう少し詳しく、どういう内容なのかを。 

 ここには政策実現能力の高い職員の育成を目的とした研修を実施するというふう

に、２００万組まれておりますけど、もう少し詳しく内容をお聞きしたいと思います。 

 議  長  総務課長 

 総務課長  お答えします。 

 この分野につきましては、総務課のほうが所管をしております。 

 先進地、職員が先進地でどこに行きたいとか、不特定多数あります。そういったと

ころで、どういったことを学んでくるのかと。そういったところを踏まえまして、そ

この旅費という形で捉えております。 

 議  長  石丸議員 

 石丸議員  全然具体的じゃなかったんですが、例えばこの２００万で、例えばですよ、具体的

に何名、期間もどれくらいとかというのは、ないわけですか。 

 例えば職員の方が、どこどこの研修に行きたいからということで、だから人数も分

からない、期間も分からない、そういうことですか。 

 もう少し具体的に、例えばですよ、下に書かれているように、政策実現能力の高い

職員の育成を目的としたですから、２００万組んでありますので、もう少し内容が分

かればなと思います。 

 例えば、人数とかというのもないんですか。 

 議  長  総務課長 

 総務課長  お答えします。 

 人数の制限はございません。 

 ただし、予算の範囲内ということで、本人が、先ほど申しましたように、希望する

ところ、という形で捉えていただければ結構だと思います。以上です。 

 議  長  石丸議員 
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 石丸議員  じゃあ、これは、私はまだ議員になって６年しかなりませんけれども、こういうの

は初めて見たような気がするんですよ。今までも職員研修はいろいろあっておったと

思うんですよね。いろんな形で行かれとったと思うんですが、じゃあ、今の説明から

すると、どんな違いがあるんでしょうか。今までの職員研修と今回の、こういうはっ

きり政策実現能力の高い職員をというふうに書かれておりますけれども。 

 もちろん、今までの研修もそうだったと思うんですが、私はこれを見たときにです

ね、見たときに、私は、いわゆるこれからのやっぱ、町長も今度３期目のときに、稼

ぐ力とか、そういう新しい概念を出してこられました。 

 そういう意味では、やはり職員のそういう、言うなら専門家と言いますか、そうい

う人を育てるのかなと、そういうために、こういうのを今回、組まれたのかなという

思いがありましたもんですから、先ほどの総務課長の説明でいくと、今までの研修と

何ら違いはないんじゃないかなという思いがありますので、もう少しできたら説明を

お願いしたいと思います。 

 議  長  副町長 

 副町長  お答えいたします。 

 ここにですね、政策実現能力の高い職員の育成を目的とした研修ということでです

ね、町長が掲げてあります政策、この中身、１つ図書館なら図書館ということで、そ

の目的を持って、どこかに研修に行くというような職員が手を挙げれば、内容を確認

してですね、そこで許可を出すというようなシステムを取ろうと。 

 要するに政策能力の高い職員をつくるためには、そういう自分で独学してでもです

ね、独学というか、そういう研修旅費を活用してですね、そういう能力の高い職員を

目指したいと、つくりたいというのが狙いでございます。 

 議  長  山本一洋議員 

 山本議員  今の関連ですけれども、そういう質の高い、そういう職員さんが増えることはたい

へん良いことだろうと思います。そのために県にも行かせたりですね、国にも今まで

行かれた職員の方がおられますけれども。 

 どうも私の考えるところによると、期間が短くてですね、そして、違うところに全

然、今まで研修２年、３年してきたところと全然違うような職場に行かれたり、何か

こうせっかく県とのいろんなものをつかんだり、国との関係をつかんだり、そういう

職員をもっと生かす方法をですね、考えてもらいたいな。どうせそういうことをされ

るとするならば、ぜひ、お願いをしたいなと思っています。 

 議  長  町長 

 町  長  お答えいたします。 

 人材育成こそ、もちろん一番大事な政策であるわけですね。 

 この事業につきましては、私の肝いりでもございます。ぜひ、町職員に一番欠けて

いるものは何かと。もっと視野を広めてもらいたいと。これは、私自身の思いも込め

てですね、私自身が町長にならせてもらって、やっぱり視野が狭かったんだというこ

とを認識いたしましたんで、後輩と言いますか、今の職員には、もっともっと視野を

広めてもらいたい。 

 そして、例えば市町村アカデミーとか、様々なところにも行っていただきたい。そ

して、よその市町村職員、あるいは国の職員とも対等に話すような、人脈をつくって

ほしいと思っております。 

 確かに県のほうに行って、そのままポストに行けば、直接的な仕事はできましょう

けれども、一番はやっぱり人脈だろうと思っております。人脈は１０年後に生きてく

るんだろうと思っておりますので、ぜひぜひ、直接的な効果も求めることもあります

けれども、ちょっと長い目でやっていただければと思うところであります。 
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 具体的な話しますけれども、私も２０年ほど前に行かせてもらいましたけれども、

今、役立っています。 

 その当時の方々が部長とかなっておりますので、非常にあのときに行った研修が、

本当に生かされているなと、今にして思うところでありますので、今、県に行ってい

る職員、あるいは今度は農林商工課のですね、若い女子職員を東京まで研修にやりま

したけれども、そこでしっかり、この間、成果報告を見てきますと、人脈ができてお

ります。まさにこれだと思いましたので、ぜひぜひ多くの職員に様々な機会と勉強の

機会をつくっていきたいと思っているところであります。 

 議  長  川上議員 

 川上議員  今定例会にですね、肉付けの補正予算ということで、１２億１,８００万補正計上さ

れて１２２億７,０００万で、今、上程をされて、皆さん質問されておるわけですが。 

 本町の適正財政規模と申しますか、については様々な議員が、今まで一般質問でさ

れておったんですが、２８年度に大きな事業はですね、ほんと終わりまして、今後、

町営住宅とか上水とか、そういう事業もまだ残ってはいますが。 

 財政計画書、私は、今回出るのかなと、報告されるのかなということで思っとった

わけです。 

ただ、町長選が終わって、異動もあったもんですから、時間もなかったということ

でしょうが、やはり今後ですね、新しく田頭町政、３期目になられまして、それこそ

４年間を見据えた財政計画書、私は当然、出していただくものと思っているんですが、

その計画があるのでしょうか、お尋ねします。 

 議  長  町長 

 町  長  お答えいたします。 

 財政計画、極めて重要でございます。私は、町長就任時から、地域の活性化と健全

財政、これは両輪なんだと。もう私どもは、職員でしっかり財政の勉強もしているは

ずなんだからと。そういったことも含めて、私どもに支援していただいた方々もおら

れます。 

 そういったことで財政計画については十分検討してですね、ただ、非常に見通しが

今、厳しい、絶えず厳しいんですけれども、その中でも一般財源のあり様とか、そう

いったものは考えていきたいと思っております。 

 現にですね、合併時に立てた財政計画、かなり食い違いを生じております。もうご

存じのとおりであります。 

 それはなぜかと、地方交付税であります。交付税のあり様がこう大きく変わればで

すね、非常に財政計画、立てづろうございます。 

 そして今、基金の問題も総務省のほうでしっかり議論がされておりますし、議会の

問題も今、総務省で検討委員会ができております。非常に移り変わりが激しい中での

財政計画でございますけれども、でも、それでも基金のあり方、借金のあり方、それ

とか一般財源の見込み、そういったものを含めて事業等も合わせながらですね、計画

を作っていきたいと思っております。今しばらく時間をいただきたいと思います。 

 議  長  木村議員 

 木村議員  すみません、ちょっと戻りますけど、関連ということで、先ほどですね、石丸議員

が聞かれてありましたけれども、大体、何人ぐらいを想定してあるのかという答えが

ありませんでしたけども。 

 これはたまたま２００万という予算がここにあるから、そこにあてがったというわ

けじゃなくて、やっぱり計画される場合においては、これぐらいの予算があれば、年

間これぐらいの人間が行けるなということで、そこはたぶん話されたと思うんですけ

れども、そこ辺りはどう考えてあるか、お尋ねします。 
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 議  長  総務課長 

 総務課長  お答えします。 

 今年度の旅費としては、一応補正は１００万を上げさせていただいております。昨

年度の実績が大体８０万程度。ちょっと人数の把握はしておりませんが、予算の範囲

内ということで、ご了承いただきたいと思います。以上です。 

 議  長  木村議員 

 木村議員  これは、やはりですね、予算ありきの計画でなくてですね、その辺りをですね、例

えば、その人数をですね、行かれた人数ですよ、これは、今年度、足りないというこ

とで、これは絶対、予算付けをして、しっかりそこを進めていかないかんということ

で、町長もお考えのことだろうと思います。 

 ということはですね、実際に、何ですか、忙しいんですね、それぞれの課がですね。

業務の間にですね、その時間を取りたくても取れないというのが実際にあるんじゃな

かろうかと考えるわけですね。行くことによって、ものすごく業務が忙しくなる、行

きたいけど行けないというですね、その辺もぜひ考えて進めていただきたい、そう思

います。 

 何か、回答があればお願いします。 

 議  長  町長 

 町  長  お答えいたします。 

 極めて職員研修というのは、今まで非常に定められた研修を受けてまいりました。

例えば、県が支持する会合、等々じゃなくて、やはり自発的な研修も必要だなとは、

私は強く、私の思いでもございます。 

 そういった中で、例えば、図書館を見てくる、例えば、英語教育をしっかり見てこ

ようじゃないかと、そういった熱い思いが私どものほうに伝わってくれば、その都度、

行ってきてくれと。そして、よかったらその後、私を連れて行ってくれと、そういっ

た思いで研修を進めていきたいと考えております。 

 だから、例えば、北海道に行きたいのが、急に出てくるかもしれない。ただ、無駄

は許しません。物見遊山だったら、それはきちっとですね、それは許可を出しません

けれども、本当に意義があって、手弁当でも行きたいぐらいの気持ちが伝わってくれ

ばですね、それは私どもの判断で許可をしてですね、ぜひ、研修に行かさせていただ

きたい。そういった時代なんだという、私は思いを持っているところでもございます。 

 ただ、キャップだけはしっかり被せておりますので、それ以上の無駄はいたしませ

ん。 

 今年の場合、去年の実績がありますけれども、さらに、やはり今は非常に情勢が変

わってですね、地方創生、ネクスト、次の地方創生は何なのかということをしっかり

我々も勉強しなければならない。そして、マスタープランに結び付けていかなければ

ならないと思っております。 

 私がいつも職員に言っておりますのは、コンサルタントへの丸投げはやめようと。

コンサルタントへの丸投げというのは、思考まで丸投げするわけですから、そうじゃ

なくて考える職員をつくりたいと、そのような思いでございまして、このコンサルタ

ント等の委託料を節減いたしまして、この研修旅費に充当させていただきたいと、そ

のように思うところでございます。 

 議  長  河内議員 

 河内議員  資料の１４ページです。 

 ９款８項５目コスモス図書館、利用案内パンフレットの内容の変更を行うものとあ

りますが、どこがどう変わったのか、説明をお願いします。 

 議  長  生涯学習課長 
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生涯学習課長  お答えいたします。 

 内容の変更については、今後、検討するということでございます。 

 利用案内パンフレットのことですよね。 

 内容の変更については、今後また検討していくということでございます。 

 議  長  河内議員 

 河内議員  この説明を見たら、内容を変えたから、パンフレットを新たに作成するように取っ

たんですが、それではなくて、今から検討をしていくということですか。 

 議  長  生涯学習課長 

生涯学習課長  現在の在庫部数も少なくなっておりますので、内容を変更して、４,０００冊作ろう

というものでございます。 

 議  長  河内議員 

 河内議員  どの辺りを変更するとか、そういう案はあるんでしょうか、お尋ねします。 

 議  長  生涯学習課長 

生涯学習課長  細かい内容については、把握しておりません。 

 議  長  梅田議員 

 梅田議員  同じく１４ページのですね、９款８項１目の社会教育総務費、これは１００％補助

事業ということの説明を受けております。それで３月議会のときに、中牟田小学校に

アフタースクールを実施するという説明を受けておりました。この具体的な活動内容

というものを、どのようなことを予定してあるのか。それと開催時間とか日数、また

指導員をどのように確保しようとなされているのかですね。それと利用者負担金とい

うのが７万５,０００円上がっているんですけれども、１人当たり利用料というのがい

くらで、何人ぐらいを見込んであるのか、ちょっともう少し全体像が見えませんので、

説明をお願いいたします。 

 議  長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えいたします。 

 中牟田小学校アフタースクールにつきましては、内容につきましては、学習活動と

体験活動でございます。それで週２日間、火曜日と木曜日に予定をしているところで

ございます。 

 それから、指導員につきましては、コーディネーターというのを１人付けなければ

いけませんので、それについては一応、目途が立っているところでございます。 

 それから、実際に指導する指導員、ボランティア講師でございますが、それについ

ては、今から募集をするということでございます。 

 それから、利用料金でございますが、利用料金につきましては、学童保育に通って

いる子は月５００円、それ以外の児童につきましては、月１,０００円ということでご

ざいます。 

 それから、利用人数につきましては、これから募集をするところでございますが、

２０名から３０名ぐらいの人数を考えておるところでございます。以上です。 

 議  長  梅田議員 

 梅田議員  まずは中牟田小学校からのスタートということなんですが、これは、他の学校の生

徒は参加できるんでしょうか。あくまでも中牟田小学校の子どもたちを対象にという

お考えなんでしょうか。今後の方向性と言いますか、お尋ねします。 

 それと学童に行っている子どもが５００円で、それ以外の子どもは１,０００円とい

う、ここはどういうふうなことで、この料金設定になっているのか、お尋ねします。 

 議  長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えいたします。 

 今回は中牟田小学校がモデルということでございますので、対象は中牟田小学校の
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児童。 

 なお、学童保育所には三並小学校の子も来ておりますので、その子も申し込めばで

すね、対象にするということでございます。 

 今後につきましては、今回、９月から事業が始まるわけでございますが、いろいろ

今後も課題等もですね、出てくると思われますので、そういうのを加味しながら、他

の学校をどうするかということについては、今後、研究したいというふうに考えてお

ります。 

 それから、５００円と１,０００円の差でございますが、学童保育は放課後から６時

半までの時間でございます。このアフタースクールは放課後から、大体１６時から１

７時までを予定しておるところでございます。 

 それで、学童保育の一環というか、学童保育も料金がかかっておりますので、学童

保育に通っている子は５００円ということで設定をしているところでございます。 

 議  長  梅田議員 

 梅田議員  課長の説明は分かりましたが、学童に行っているお子さんと行ってないお子さんの

料金設定が、確かに学童に行っているお子さんというのは、利用料を払って行ってあ

るわけですが、ちょっと私はあまり理解をできておりません。その部分についてです

ね。 

 それで、モデル的にされていくということでございますが、補助金活用なんですが、

これはいつまで補助金はあるんでしょうか。補助金が万が一なくなったとすれば、ど

のように他校にも広げていくことができるのかなと思うんですが、その点をお伺いい

たします。 

 議  長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えいたします。 

 本年度、放課後子ども教室一体型推進に係る整備事業につきましては１００％の補

助でございますが、それから、その下に書いております地域学校協働活動事業、これ

につきましては、県の補助事業で３分の２が県の支出金ということでございます。 

 この下につきましては、３年間ということをちょっと聞いておりますけども、この

事業がですね、また３年後毎年あるかどうかとにつましては、まだ分かっていないと

ころでございます。 

 議  長  梅田議員 

 梅田議員  この事業は、やはり子どもたちにとっては、今後、大事な事業だと私は考えており

ますので、３年間、その後のことを心配しますので、できるなら継続的に予算を町と

して取っていただきたいなというふうに思います。 

 ぜひ、しっかり取り組んでいただきたいことをお願いいたします。 

 議  長  奥村議員 

 奥村議員  １１ページの西田地区小規模住宅地区等改良事業について、でございます。 

 ここに３２３万とございます。そして、この事業をですね、大体いつから始めたも

のか、そして毎年この経費がですね、西田地区まちづくり推進委員会の運営業務を委

託するものと書いてありますけれども、一度こういうのって青写真ができたらです

ね、そう毎年発生する金額じゃないんじゃないかなと思えるところもございますの

で、そこのところを具体的に説明をお願いいたします。 

 議  長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えいたします。 

 西田地区の住環境整備事業につきましては、平成２２年度に社会資本整備交付金を

活用しまして、西田地区の住環境の基礎調査を行いました。補助事業で６００万円ほ

どの約２分の１が国の交付金でございます。 
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 それ以降、基礎調査をした結果を受けて、平成２３年度から昨年度まで支援事業と

いう委託料を拠出しながら取り組んできた状況でございます。以上でございます。 

 議  長  奥村議員 

 奥村議員  それで少しお尋ねですけども、大体、今までにいかほど使われておるんですか。 

 議  長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えいたします。 

 平成２２年度は国の補助事業も対応しておりますけど、これを含めまして、平成２

８年度までで、約、費用弁償も含めまして、委託料を含み２,２００万ほど費用を執行

しております。以上です。 

 議  長  奥村議員 

 奥村議員  今、累計２,２００万という数字が出ておりましたけども、これですね、今後、これ

実際、西田地区の改良を、まちづくりですか、結果的には行われるんですか。 

 今までの２,２００万というお金がですね、捨て金にならないんでしょうか。そこの

ところをお尋ねします。 

 議  長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えいたします。 

 西田地区の住環境、小規模住宅改良事業等の計画につきましては、これまで多額の

費用を推進委員会とか、ワークショップ等を開催しながら、当初、始まりは勉強会か

らスタートして、フィールドワークとか、そういうものを地元の推進委員さん、まし

てやまた地元の住民の方が参加されまして、今日まで至っております。 

 現状では、計画予定区域の面的整備も含まれており、現段階では相当の事業費を要

します。事業量及び事業規模の妥当性、事業費のさらなる削減、国の補助事業を活用

しましても、町負担分が約２分の１が必要となってまいります。事業計画の縮減対策

は練られてきましたけど、まだ見直しができる部分があるかないか、また財源確保も

含めた再検討の必要があります。 

 当然、これらの計画の変更については、住民コンセンサスは必須であり、専門のコ

ンサルタントをコーディネーターとして整理する必要がありますので、本年度も委託

料の予算措置をしている状況です。 

 地元の意向を参酌した上でですね、町の考え方を示して、財源も考慮し、妥協策が

見出せればと考えております。喫緊の整理案件と考えていますが、方針決定するまで

には、まだ時間が必要と考えている状況でございます。以上です。 

 議  長  奥村議員 

 奥村議員  １日も早い妥協策を見つけられて、推進、１日も早くやってほしいと思います。よ

ろしくお願いします。 

 議  長  一木議員 

 一木議員  資料の８ページでございます。お尋ね申し上げます。 

 美和みどり保育所の建物の耐震診断を行うということで、３９０万の予算計上でご

ざいます。 

 お尋ねいたしますけども、この美和みどり保育所、築何年ほどでございますでしょ

うか、ということが１点と、それから、初めて、この耐震診断を行うものなのか、他

に公共施設で、こういった耐震診断等を行っていない施設等がまだあるものかについ

て、３点お尋ねいたしたいと思います。 

 議  長  こども課長 

こども課長  お答えいたします。 

 美和みどり保育所について、お答えをさせていただきたいと思います。 

 美和みどり保育所のほうは、昭和５４年の３月に完工した施設でございます。 
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 よって、建築基準法の改正が導入されました昭和５６年以前の施設でございます。

以上です。 

 議  長  財政課長 

 財政課長  手元に資料は持ち合わせておりませんけど、法律上２階建て以上が義務付けられて

おりますので、平屋建ての分についてはですね、実施をしてないというふうに考えて

おります。 

 すみません、失礼しました。３階建て以上ですね、が義務付けられておると。 

 議  長  一木議員 

 一木議員  ２９年度にこの耐震診断を実施されるということでございますけども、この結果に

よっては建て替えとか補強とか、そういった工事に進んでいくということが考えられ

るということでよろしいでしょうか。 

 議  長  副町長 

 副町長  お答えいたします。 

 耐震診断で、もしもアウト、アウトというふうなことになった場合には、今度は耐

力度テスト、診断というのがあるわけでございます。そういうのをめぐり合わせてで

すね、どうしても建て替えが必要であるということであれば、そのような方向になろ

うかと思います。以上です。 

 議  長  一木議員 

 一木議員  大切なことと思われます。たくさんの園児またはてすね、職員の方も含めて、毎日

こういった施設を利用、活用されてありますので、急がれるかなというふうに感じる

ところでございます。よろしく、速やかにそういった診断、またそういった耐力度テ

ストとかですね、進めていただきながら、対応をよろしくお願いいたしたいと思いま

す。以上でございます。 

 議  長  木村議員 

 木村議員  資料の９ページでお尋ねします。 

 一番上の環境衛生費です。 

 先日からですね、皆さんご存じのとおり、火事が何件もあっておりますので、野焼

きを原因にしたですね、野焼きが原因が３件ですかね、４件ですかね。 

 消防団も一生懸命頑張ってありますが、ほんとこれは残念なことで、これからです

ね、消防費のところで見ましたけど、今回、上がっていませんので、温暖化防止とい

うことでですね、その中にもちろん野焼きも入ると思います。ですね、計画の中にで

すね。 

 それは、計画じゃなくて、施行令のほうかもしれませんけど、野焼きは許可をして

いくという方向性なんでしょうか。 

 廃棄物処理法の施行令でですね、農業をする上でやむを得ないものということで、

許されている部分だと思いますが、やはり、この環境的な温暖化防止の部分、また今

度は農林からの部分、防災の部分ですね、そこからやはり、これから取り組みが必要

じゃないかと思うんですが、その辺りを、これからどう考えてあるか、お尋ねいたし

ます。 

 議  長  農林商工課長 

農林商工課長  お答えいたします。 

 なかなかキツイ質問でございますが、いわゆる野焼きの関係でございます。 

 議員発言のとおり、例外規定として認められておるところでございます。これは、

全国で野焼きの禁止条例そのものがあるのは青森県だけでございます。それも期間限

定の地域限定で行われております。高速の付近、あるいは新幹線の付近ですかね、そ

の部分だけでございまして、その他のところにつきましては、現在のところはまだ条
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例で制定はしてないような状況でございますので、私ども農業関係の部署につきまし

ては、このままお願いしたいと考えておるところでございます。 

 議  長  木村議員 

 木村議員  ただ今、課長の気持ちが分かります。 

 しかし、やっぱりこうもなるとですね、防災面から火事を起こさないですね、予防

活動だけではですね、これはちょっとですね、今から先々ずっと厳しいと思いますの

でですね。 

 何か燃やすとペナルティー、条例では決まってなくても、やはり、これは燃やさな

いことによって補助金を渡しますと。もし燃やした場合は補助金がなくしますという

ような、ペナルティーをかけるような取り組みをされている自治体もあるということ

でございますので、ということですので、ぜひですね、そういった方面からも考えて

いただいてですね、検討していただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 議  長  奥村議員 

 奥村議員  １０ページの一番最初に出てくる弁当工房プランナー事業に関してでございます。 

 地域おこし協力隊員を新たに雇用するものでありますが、これは何名で、何年間の

雇用でしょうか。 

 議  長  農林商工課長 

農林商工課長  お答えいたします。 

 予定といたしましては１名で、協力隊としての雇用でございますので、最長３年間

という形になっております。以上です。 

 議  長  奥村議員 

 奥村議員  以前、なんか町長の説明にもありましたけど、８００食というのが私はちょっと頭

に残っているんですが、これは、今、現在作られている食数に８００食追加されるも

のか、合わせて８００食なのかとですね、そこにまた従業員を新たに何人雇用される

のかを、お尋ねいたします。 

 議  長  農林商工課長 

農林商工課長  お答えいたします。 

 現在がレストランまで使って、６００食がマックスだったと思います。 

 それで繁忙期になりますと、申し訳ございませんけど、お断りしているような状態

でございますので、今度の計画は８００食を計画として上げさせていただいておると

ころでございます。 

 雇用につきましては、まだ決定ではございませんけれど、パート雇用それから正雇

用含めまして、現在、検討中でございます。 

 議  長  横山議員 

 横山議員  資料のほうの１４ページでございます。 

 ９款８項８目文化振興費の中で、町民ホールの調光操作卓が故障したためというこ

とで、説明では５年リースで入れ替えということでございますけども、単純に掛け算

をしますと、２４８万４,０００円、掛け４だと、約１,０００万ぐらいのお金がかか

るわけですけども。 

 そこで、今のシステムというのはいつ頃導入されたものか、それから１,０００万の

お金をかけるということでございますけども、例えば、修理とか、そういったものが

できないのか、その事例をお尋ねをいたします。 

 議  長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えいたします。 

 導入につきましては、めくばーるの町民ホールができました平成１１年からでござ

います。本年の３月に故障いたしまして、現在、無償で業者のほうから提供を受けて
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いるところでございます。 

 これまで修理もしてきておりましたけども、今回、もう修理できないということで、

５年リースということで、させていただくようにお願いしております。以上でござい

ます。 

 議  長  横山議員 

 横山議員  冒頭も言いましたけども、２４８万じゃなくて、約１,０００万なんですよね。その

辺りを皆さん、お考え間違いのないようにして、考えなきゃいけないと思います。 

 当然、新しい機器を入れるということであれば、複数の業者から見積もりを取られ

ていると思いますけども、その辺りをちゃんと管理してください。返答は要りません。

以上です。 

 議  長  木村議員 

 木村議員  資料の１０ページでございます。 

一番下の土木費の部分ですが、道路維持管理業務ですね。 

 これは以前、毎年５,０００万ほどしかですね、予算が付いてなかったんですけども、

今年度から大きく増やしていただいております。 

 しかし、以前、聞いたところによりますと、１００件ほどの要望が上がってきて、

そのうちの半分ぐらいしか処理をできていなかったということ、対応できてなかった

ということで聞いておりましたが。 

今回これを増やされたことによって、大体全部といわずともどれくらいが解消され

るとお考えでしょうか、お尋ねします。 

 議  長  建設課長 

 建設課長  お答えいたします。 

 いわゆる新設改良につきましてはですね、現場に応じた予算で考えておりますけど

も、維持管理の補修につきましては、突発的なこともございまして、中には苦情等で、

すぐにやらなければいけないというところもございます。毎年１００件程度の、そう

いった各区のほうからですね、苦情等も合わせた要望が上がってきております。 

 大体、毎年の予算で、大体、半分程度の消化でございまして、一応中にはですね、

その要望の中には費用対効果の薄いものとか用地に絡むもの、それから国県道に絡む

もの、そういったものもございまして、要望の形を取らない職員でいわゆる対応して

いるケースもございます。 

 そういったことでございますので、一応、建設課といたしましては、予算を組む段

階で、ある程度、地元の要望の内容とかですね、そういったものを精査しながら、費

用対効果あるいは要望の時期などを考慮しまして、処理件数を増やすための、毎年工

事を実施いたしております。 

 しかしながら近年ですね、当然、労務費とか資材単価も高騰しております。そうい

った中で、全体設計にも当然影響してまいります。現場の条件等もありましてですね、

現課といたしましては非常に苦慮しておりますが、今後、老朽化した橋梁の、今、長

寿命化のほうで点検をやっておりますけれども、そういった橋梁の補修工事も増えて

まいります。 

 そういったことも踏まえまして、先ほど議員がおっしゃいましたご意見も踏まえて

ですね、町としましても全体予算の枠組みの中で、予算獲得と処理体制の強化に向け

た努力をしたいと思っております。 

 今の件数で申し上げますと、まだはっきりした残の件数は、今、集計中でございま

す。約３００件ほど残っておるというふうな状況でございます。それは国県道も含め

てのものでございまして、今、精査中でございます。以上でございます。 

 それからですね、交通安全関係も一応ございましてですね、現課のほうで対応いた
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しております。これにつきましても、平成２７年度から、現課のほうで対応させてい

ただいておりますが、毎年３０件ほど上がってきております。 

 約、未処理がですね、１０件程度残っておりますけれども、主なものにつきまして

は、信号機とか横断歩道とか、そういった関係でございますけれども、町内を見渡し

ますと、当然白線等が消えかかっております。そういったことも踏まえまして、今回

５００万の前年比から、５００万の補正をさせていただいておりますけれども、一応

町内パトロールとか職員のほうでやっておりますが、そういった危険箇所の高いとこ

ろをですね、要望を取らずに町のほうで、専門の知識のほうで現場管理をしながら白

線をですね、そういった交通安全の対策にした予算をしておるというふうな状況でご

ざいます。以上です。 

 議  長  木村議員 

 木村議員  ありがとうございます。 

 適正な管理をされてあるということで、予算の範囲内ということで頭の痛いところ

であると思います。 

 しかし、昨年の９月議会のときにですね、私はアダプトプログラムの提案をさせて

いただきました。軽微な修繕とかであればですね、それの中でもできると思います。

労力ボランティアさんでですね、材料だけを支給するだけでできると。やっぱりそう

いった方法もですね、確か、あのときはですね、環境基本計画が、本年度が最終です

かね、２９年度がですね。その改定の中でも取り組んでいきたいと、また、県のさわ

やか道路整備推進事業ですか、そちらのほうも取り組んでいきたいということで言わ

れてありましたので、ぜひ、そちらのほうも考えながら、これからの施策をですね、

考えていただきたいと思います。いかがですか、どうでしょう、課長。 

 議  長  建設課長 

 建設課長  お答えいたします。 

 以前、町議のほうからですね、議会で質問がございましたアダプトプログラムにつ

きましては、町全体にとってはですね、住民の団体の方が参加することによって、美

しい環境を協調していくという取り組みでございまして、制度としてはですね、すば

らしいことだというふうに考えております。一応、現在につきましては、導入に至っ

てないのが現実でございます。 

 町としましても、毎年、道路維持費等をですね、５,０００万ほど予算計上させてい

ただいておりますし、それから草刈り等につきましても、シルバー人材センターです

ね、あちらのほうに委託をさせていただいてやっておりますし、当然、緊急の場合に

つきましては、職員が直接現地のほうに行きまして、草刈りをしておるというふうな

こともございます。 

 町内全体を見ますと、なかなか維持管理が行き届かないというふうなことも、実態

はあろうかと思いますけれども、今後、他県とかですね、そういった自治体等の取り

組みを参考に、研究したいというふうに考えております。以上でございます。 

 議  長  梅田議員 

 梅田議員  １１ページの都市計画総務費の中の空き家対策事業なんですが、約２００万、嘱託

職員報酬、旅費、空き家専門相談員派遣の負担というふうになっておりますが、具体

的事業内容をもう少し説明していただきたいと思います。 

 議  長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えいたします。 

 主に予算措置している分は嘱託職員の人件費でございます。７月から３月までの分

で、前年度までは空き家対策に関する事務が総合戦略室に設けてありましたけれど、

それが住宅政策係と改称されまして、都市計画課に所管替えされた関係で、嘱託職員



 22 

を１名配置している状況でございます。 

 具体的には、ここ数件空き家の苦情等が寄せられておりますので、現地調査そして

空き家特措法に基づいて文書通知等々の作業をしている状況でございます。 

 それから、現在、福岡県のほうにおいて、空き家専門相談支援事業がございます。

専門家１人当たり１万２,０００円が派遣費用として支給されるわけですけれど、内容

については適切な管理、相続、活用の仕方、そういうものを建築士とか建築業者、リ

フォース業者、司法書士、土地家屋調査士、行政書士、不動産業者とか不動産鑑定士、

そういう方に相談ができると。 

 そういうものは町と県で２分の１費用負担して、この事業を活用していただければ

という形で、６万円計上している状況でございます。以上です。 

 議  長  梅田議員 

 梅田議員  空き家専門相談員派遣、相談員の方がいらっしゃるわけなんですけれども、公営住

宅に入れない方というのが多ございまして、そういう方たちの住宅セーフティーネッ

トということで、居住支援協議会等の設置ということも、今、問われているわけなん

ですが、この空き家対策事業とこの居住支援協議会の設置は、何かリンクするような

形に、今なっていますでしょうか。 

 議  長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えいたします。 

 議員ご指摘の居住支援の関係ですけれど、住宅セーフティーネット法が法改正され

まして、今、県のほうでも説明会が近々に開かれる予定でございます。 

 居住協議会につきましては、現在、全国を見ましてもそれほど、まだまだの状況で

ございます。県内では大牟田市が先例の形ではつくっておりますけど、大牟田市を考

えればですね、人口が、炭鉱が景気のいい時期は２０万人おられた市でございますけ

れど、現在もう１０万人を切っている状況で、そういうふうな疲弊した土地柄の中で

取り組まれている状況だと思います。 

 空き家対策と絡めて居住支援協議会は、今のところ関連付けはしてない状況で、今

後は住宅セーフティーネット法を含めた形で検討していかなければならないと思っ

ております。以上です。 

 議  長  梅田議員 

 梅田議員  公営住宅に入居したくてもできない方が多くいらっしゃいますので、今後、居住支

援協議会設置に向けても、ぜひ、努力をお願いしたいと思います。 

 議  長  山本一洋議員 

 山本議員  資料の１２ページ、教育費でお尋ねをいたします。 

 その他課内事務のところでの予算が計上されていますが、指導主事の報酬がという

ふうなことで書いてありますが、昨年まで正規の指導主事が２名おられたんではない

かと思います。２名が１名になって、その他何名されるのか分かりませんが、嘱託職

員の方がおられる。現在２名おられるんではないかと思いますが、なぜその必要があ

るのか。 

 ３名に増えるわけでございますが、私がちょっとゆがんだ考えでございますけれど

も、先生方たいへん忙しいという状況が増えているのに、指導主事がもう１人また増

えるということは、もっと大変になるのかなというような、ちょっと不安もあります

が、そこのところの必要性の問題、今後どういうふうに考えられるのか、お尋ねした

いと思います。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 ２８年度までは正規の雇用によって指導主事を２名雇用しておりました。２９年度
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は正規雇用を１名にし、その代りに嘱託ということで、指導主事を２名にしておりま

す。 

 この指導主事については、再任用的指導主事ということで、退職された校長先生方

を指導主事として任用させていただいております。 

 近隣の自治体を見まして、町村において、指導主事を正規で２名配置しているとい

う自治体のほうが少ないような状況にありますので、そこを見直すところもあって、

再任用的な指導主事を配置することで、人件費等も若干抑制することもできますし、

また、経験豊かな指導主事に各学校にどんどん入っていただきまして、学校現場の指

導なり、その能力を大いに活用していただくという目的で導入いたしております。以

上です。 

 議  長  深野議員 

 深野議員  先ほどの指導主事の話ですけど、指導主事というのはですね、本来やっぱり教職員

の相談に乗って、それに助言、指導するのが、僕は指導主事と思うんですね。 

 先ほどの課長の答弁を聞くと、どうも近隣の市町村に比べたら、うちが多いけんと

いうような感じですけど、やはりそういったのを増員するにあたっては、やっぱり先

ほどの、私が言った趣旨があるわけですから、やっぱ学校の現場の教職員が助からな

いかん。そこを目標に持ってですね、取り組みを今後生かしていただきたいと思いま

す。以上です。 

 議  長  回答いいですかね。 

 （「はい、いいです。」の声あり） 

 議  長  木村議員 

 木村議員  資料の１１ページでございます。 

 真ん中ほどの二地区の公園整備事業、これは去年度から始まった事業だと思います

が、これ、いつまでかかるんでしょうか。まず、その点をお尋ねします。 

 議  長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えいたします。 

 平成２７年度から取り組んできたわけですけれど、平成２９年度で完了する予定で

ございます。以上です。 

 議  長  木村議員 

 木村議員  工事が去年度からということでですね、今年、終わるということで、ということは

ですね、それからの管理をどう考えてあるかですね。 

 例えば、うち朝日は朝日公園をつくっていただいたんですが、あとの管理について

は、地域のボランティアでして、刈り払い機とか芝刈り機とか、そんなのを町が買っ

て置くということでですね、管理をなっているんですけれども、その辺りどうされて

いかれるか、お尋ねいたします。 

 議  長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えいたします。 

 二地区公園という名称は付けておりますけれど、遊具等々の施設整備はございませ

ん。進入路の整備とトイレを建築するという内容でございます。 

 施設管理としましては、トイレが出てきます。そのことにつきましては、これ平成

２２年に基礎調査をしまして、地元の住民の方、役員の方とワークショップなり、そ

ういうものをしながら取り組んだ事業でございます。 

 そういうことの始まりから、最終的には協働のまちづくりという観点で抑えてきた

ところでございますので、このトイレの管理につきましては、先ほどから議員が言わ

れていますアダプトプログラム、それと同様な観点、朝日公園もそうですけれど、朝

日公園につきましても、つくる段階からワークショップして、施設管理をどうするか



 24 

ということも議論しながら、同じような形態をとってきておりますので、ここの二地

区のトイレにつきましても、平成２８年の７月に地元区と協定書を取り交わしていた

だきまして、清掃、維持管理、点検等は地元でしていただくと。そして、また備品と

か当然電気代とか水道使用料とかは町が負担するわけですけど、そういう形で取り組

んでいる状況でございます。以上です。 

 議  長  これで、質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第３２号「平成２９年度筑前町一般会計補正予算（第２号）につい

て」を、採決します。 

 議案第３２号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、議案第３２号「平成２９年度筑前町一般会計補正予算（第２号）につ

いて」は、原案のとおり可決されました。 

 休  憩  

 議  長  ここで休憩をします。 

 ３時４０分より再開します。 

（１５：３１） 

 再  開  

 議  長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 （１５：４０） 

 議  長  先ほどの河内議員の平成２９年度筑前町一般会計補正予算（第２号）における質疑

の件で、生涯学習課長から発言の申し出があっておりますので、これを許可します。 

生涯学習課長 

生涯学習課長  図書館パンフレット変更の内容について、でございます。 

 昨年度、新図書館システムを導入しました関係で、ウェブ予約それからマイ本棚の

設定、そして今回、新たにホームページをリニューアルいたしましたので、それに伴

う内容の変更でございます。以上でございます。 

 議  長  河内議員いいですかね。 

 日程第８  

 議  長  日程第８ 議案第３３号「平成２９年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第２号）について」を、議題とします。 

 これから、質疑を行います。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑がないようです。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第３３号「平成２９年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第２号）について」を、採決します。 

 議案第３３号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、議案第３３号「平成２９年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予
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算（第２号）について」は、原案のとおり可決されました。 

 日程第９  

 議  長  日程第９ 議案第３４号「平成２９年度筑前町農業集落排水事業特別会計補正予算

（第１号）について」を、議題とします。 

 これから、質疑を行います。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑がないようです。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第３４号「平成２９年度筑前町農業集落排水事業特別会計補正予算

（第１号）について」を、採決します。 

 議案第３４号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、議案第３４号「平成２９年度筑前町農業集落排水事業特別会計補正予

算（第１号）について」は、原案のとおり可決されました。 

日程第１０  

 議  長  日程第１０ 議案第３５号「平成２９年度筑前町公共下水道事業特別会計補正予算

（第１号）について」を、議題とします。 

 これから、質疑を行います。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑がないようです。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第３５号「平成２９年度筑前町公共下水道事業特別会計補正予算（第

１号）について」を、採決します。 

 議案第３５号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、議案第３５号「平成２９年度筑前町公共下水道事業特別会計補正予算

（第１号）について」は、原案のとおり可決されました。 

日程第１１  

 議  長  日程第１１ 議案第３６号「平成２９年度筑前町工業用地造成事業特別会計補正予

算（第２号）について」を、議題とします。 

 これから、質疑を行います。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑がないようです。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第３６号「平成２９年度筑前町工業用地造成事業特別会計補正予算

（第２号）について」を、採決します。 

 議案第３６号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 
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 議  長  挙手全員です。 

 したがって、議案第３６号「平成２９年度筑前町工業用地造成事業特別会計補正予

算（第２号）について」は、原案のとおり可決されました。 

日程第１２   

 議  長  日程第１２ 発議第１号「議員派遣の件について」を、議題とします。 

 筑前町議会会議規則第１２６条の規定により、お手元にお配りしておりますよう

に、議員を派遣したいと思います。 

 お諮りします。 

 「議員派遣の件について」は、決定することに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 したがって、発議第１号「議員派遣の件について」は、お手元にお配りしたよとお

り、派遣することに決定しました。 

日程第１３  

 議  長  日程第１３ 発議第２号「議員派遣の件について」を、議題とします。 

 筑前町議会会議規則第１２６条の規定により、お手元にお配りしておりますよう

に、議員を派遣したいと思います。 

 お諮りします。 

 「議員派遣の件について」は、決定することに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 したがって、発議第２号「議員派遣の件について」は、お手元にお配りしたとおり、

派遣することに決定しました。 

日程第１４  

 議  長  日程第１４ 「議会運営委員会の閉会中の所掌事務継続調査の件」を、議題としま

す。 

 議会運営委員長から会議規則第７３条の規定によって、お手元にお配りした本会議

の会期日程等議会の運営に関する事項について、閉会中の継続調査の申し出がありま

す。 

 お諮りします。 

 委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しま

した。 

日程第１５  

 議  長  日程第１５ 「常任委員会の閉会中の所管事務継続調査の件」を、議題とします。 

 各常任委員長から、所管事務のうち会議規則第７３条の規定によって、お手元にお

配りした所管事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申し出があります。 

 お諮りします。 

 各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに、ご異議ありません

か。 

 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 したがって、各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定し

ました。 
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 閉  会  

 議  長  これで、本日の会議は、全部終了しました。 

町長 

 町  長  平成２９年６月定例会の閉会にあたりまして、執行部のほうから一言お礼の言葉を

申し述べさせていただきたいと思います。 

 全議案、同意、可決いただきましてありがとうございました。 

 特に、議案第３２号、一般会計の補正予算につきましては、大型補正でございまし

た。様々に、ご意見をいただいたことを十分に承知しながら、執行にあたって、留意

しながら取り組んでいきたいと思っているところでございます。 

 併せまして、今回が新人の課長も多く出席をさせていただきまして、答弁をさせて

いただきました。まだまだ答弁の内容等について不慣れな点もございまして、ご迷惑

をおかけいたしましたけれども、本当に可決をいただきましてありがたく思っている

ところでございます。私も含め、しっかり研鑽を踏まえ、また定例会に臨みたいと思

っております。よろしくお願いを申し上げます。ありがとうございました。 

 議  長  町長からのあいさつが終わりました。 

 会議を閉じます。 

 平成２９年第２回筑前町議会定例会を閉会します。 

 お疲れさまでございました。 

（１５：４８） 

 上記会議の経過を記載し、その相違ないことを 

証するために署名する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


